
 

 

 

１．目  的  高齢者は、認知機能や嚥下機能の低下により、食事においては栄養補給だけでなく、
安全性の確保が重要となります。本研修では、栄養士の視点から誤嚥性肺炎の予防に
焦点を当て、食事形態の工夫や適切な対応、さらに災害時の対応やＧＬＩＭ基準につ
いて学ぶことで、知識を深め、利用者のQOL向上につなげることを目的としています。 

 

２．主  催  高知県老人福祉施設協議会 

 

３．開催日時  令和７年１２月１１日（木）１３：３０～１６：００ 

 

４．開催方法  オンラインＺＯＯＭ 

 

５．対 象 者  高知県老人福祉施設協議会会員 栄養士・管理栄養士 他 

 

６．参 加 費  会 員：無料  ／  非会員：３，０００円 （当日集金します） 

 

７．日  程 

 

８．申 込 方 法  

別紙の参加申込書または Google フォーム（右記）より、 
令和７年１２月１日（月）までにお申し込みください。 

 

９．個人情報の取り扱いについて 

参加申込書に記載された個人情報は、本研修の運営のみに使用いたします。 

 

１０．問合せ・申込先 

〒780－8567 高知市朝倉戊375-１ 

高知県老人福祉施設協議会事務局（担当：小田）℡．０８８－８４４－４６１１ FAX．０８８－８４４－９４４３ 

時 間 内 容 

13：30～14：30 講演Ⅰ「栄養士目線での食事形態～誤嚥性肺炎を防ぐ～」（仮） 

高知県栄養士会 理事 宮島 功 氏 

14：30～15：00 講演Ⅱ「災害時の食の確保について考える」 

高知県栄養士会災害担当理事 

西村 浩代 氏（JDA‐DAT） 

15：00～15：10 休憩 

15：10～16：00 講演Ⅲ「ＧＬＩＭ基準について」（補助食品紹介あり） 

ネスレ日本株式会社 


